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原⼦子⼒力力発電所でのケーブル分離離問題  
――⽇日本の原⼦子⼒力力規制の重⼤大な⽋欠陥  
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2015 年年末、⽇日本の原⼦子⼒力力発電所で、ケーブル敷設について新規制基準違反が発覚した。  
  
原⼦子⼒力力発電所では、安全上重要なケーブルと⼀一般のケーブルは、⽕火災時の延焼などを避
けるために分離離して敷設する必要がある。ところが、いくつかの原⼦子⼒力力発電所において
混在して敷設されていたのだ。  
  
2016 年年 1 ⽉月になって、原⼦子⼒力力規制委員会は、柏崎刈⽻羽の全機、福島第⼆二の 3、4 号機、
浜岡 4号機、志賀 1号機、⼥女女川 3号機、東通 1号機の計 13 機でケーブル敷設不不正があ
ったとして、全国の原発に調査と 3⽉月末までの報告を命じた1。しかし、再稼働間近の
⾼高浜 3、4 号機については、先に再稼働している川内 1、2 号機とともに調査対象から
除外した。  
  
本件の⽰示唆することは重要である。  
  
原発には、事故時のバックアップシステムが⽋欠かせない。もし⼀一つのトラブルが安全上
重要な機器を損傷させたり、⾮非常⽤用のバックアップシステムを壊したりすれば、原⼦子炉
冷冷却システムの故障につながりかねない。⽕火災や発⽕火が重要な機器や機能を失わせるこ
ともありうる。  
  
⽶米国原⼦子⼒力力規制委員会（NRC）によれば、⽶米国の⽕火災防護規則が遵守された場合であっ
ても、⽕火災による原⼦子炉のメルトダウン（炉⼼心溶融）のリスクは、他の原因のすべてを
合わせたものと同等という2。  
  
1975 年年 3 ⽉月 22 ⽇日、⽶米国アラバマ州ブラウンズフェリー原発１号機における事故によ
り、そのリスクが知られることとなった。作業員のミスにより、絶縁材が燃え、7時間
に及ぶ⽕火災に⾄至った。その際、117 のケーブルを通す管と 26 のケーブルトレイにおよ
ぶ 1600 本のケーブルが損傷した。そのうちの 628 本は安全上に関わるケーブルだっ
た3。安全上重要なケーブルと⼀一般のケーブルが分離離されていなかったうえ、⽕火災への
備えも不不⼗十分だったために、⽕火災は、制御機器も破壊し、炉⼼心冷冷却機能も失われた4。
そのため、13 フィート分の⽔水が蒸発し、あと 4フィートで炉⼼心が露露出するという状況
にまで⾄至った5。  
  
結局この時は、作業員の⼿手動による修理理で 15 時間後に冷冷却機能が復復元し、⾟辛くも⼤大惨
事を免れた6。もし、⽕火災が外部要因によるものだったり、作業員による迅速な⼿手作業
による復復旧がなんらかの事情で阻まれたり、あるいは復復旧により時間を要した場合、メ
ルトダウンが引き起こされていた可能性が⾼高い。  
  
このブラウンズフェリー原発での⽕火災により、⽶米国 NRC は、いくつかの⽕火災防護規制
を策定した。中でも重要なのは、安全上重要なケーブルと⼀一般のケーブルとの分離離敷設
である。分離離は、分離離板、耐⽕火壁、難燃材コーティングなどにより⾏行行う7。  
  
国際原⼦子⼒力力機関（IAEA）はこのケーブル⽕火災について「炭化⽔水素系の燃料料、潤滑滑油、
絶縁材が⽤用いられている事実、有機絶縁の電気ケーブルの多いことなどから、原⼦子⼒力力発
電所では、ケーブル類が、重要な⽕火災源となりうる」と述べている8  
  
IAEA はさらに、「ケーブル⽕火災の深刻な影響を軽減するために、さまざまな設計上の
⼿手法がとられている。これからの⼿手法として、⽕火花や過負荷に対して電気回路路を保護す
る、ケーブル敷設において可燃素材の量量を抑える、ケーブル絶縁材を可燃性の低いもの  
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とする、延焼防⽌止策をとること、そして⼀一般のケーブルと、電源関連、制御系など安全上重要なケー
ブルを分離離すること、がある」と⾔言及している9  
  
⽇日本の原⼦子⼒力力規制は、こうした認識識から数⼗十年年遅れている。東京電⼒力力福島原発事故以前は、ケーブル
分離離は、解釈上で⾏行行うべきものとして扱われており、また、その確認は、⽂文書確認であった。2013 年年
7 ⽉月10、原⼦子⼒力力規制委員会はケーブル分離離を明確に要求する規制を新規制基準に加え、現場検査も⾏行行う
ことになっている。  
  
しかし実際には、こうした現場検査の効果は⾮非常に弱い。なぜなら、ケーブルは原⼦子炉あたり何千本
に及ぶにもかかわらず、例例えば⾼高浜原発の場合、原⼦子⼒力力規制員会による現場での実際の確認は、コン
トロールルーム⼀一箇所でしか⾏行行われていないからだ11。  
  
それでも、原⼦子⼒力力規制委員会は、⾼高浜原発と川内原発について、ケーブル分離離についての調査報告を
免除している12。  
  
原⼦子⼒力力規制委員会は、潜在的な問題について、⼗十分に気が付いているはずである。原⼦子⼒力力規制庁の職
員は、2015 年年 12 ⽉月、ジャパン・タイムスにこう語っている。「現在、加圧⽔水型原⼦子炉でのケーブル
混在の可能性を否定できないが、どう対処するかについては決まっていない13」  
  
それにもかかわらず、原⼦子⼒力力規制委員会は、⽕火災安全性のためのケーブル分離離を実際に確認すること
もなく再稼働を許している。ケーブル分離離を実際に確認することは不不可能などでは全くなく、⽶米国で
は、NRC が原⼦子炉建設中と建設終了了後に広範囲に渡って検査をしている14。  
  
加えて、IAEA は⽼老老朽化に関しての議論論で、アクセス可能なケーブルだけでなく、アクセス不不可能なケ
ーブルについても検査をする技術について紹介している15。  
  
しかし、原⼦子⼒力力規制委員会は、⽕火災安全性のためにケーブル分離離について徹底的に確認もせず、まさ
に再稼働された原発および再稼働が近いとされる原発について調査報告を免除している。原⼦子⼒力力規制
委員会は、市⺠民の信頼を裏裏切切り、規制としての責任を放棄することを選んでいるのだ。  
  
1 ⽉月 21 ⽇日に参議院議員会館で⾏行行われた市⺠民との質疑応答の場で、原⼦子⼒力力規制庁の職員は、⾼高浜原発の
ケーブルについて違反があったかどうかわからないと認めていた。コントロールルーム以外確認して
いないのだから、当然だ。  
  
このような規制機関としての失敗は、原⼦子⼒力力規制委員会のこれまでを振り返れば、想定外ではない。
しかし、それは弱い規制機関として原⼦子⼒力力規制委員会を印象付け、その怠慢は特に原発周辺に住む住
⺠民の命を脅威にさらしているのだ。  
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